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新説？「フィガロの結婚」フィナーレに 

まつわる新発見！  

 

K.543 高橋 勇  

 

「フィガロの結婚」第 4幕のフィナーレは「フィガ

ロ」の中でも最も盛り上がる場面の一つで、聞くた

びに待ちわびてしまう場面です。 

このフィナーレを 2019 年 1 月例会『ドラマチッ

クなオペラが開くニューイヤー』コンサートで聞く

ことができてとてもよかったですね、しかも素晴ら

しい演奏で！ 

今井俊輔さんの演じるアルマヴィーヴァ伯爵、

ご本人のおっしゃる暗めの声なのでモーツァルト

には向いていないし、また歌うのは初めてとのこ

と、いやいやどうして声質、風格、雰囲気等々お

言葉とは裏腹に大変見事なものでした。またピア

ノ伴奏も大いに場面を盛り上げ、「フィガロの結

婚」の大団円を見事に切り取った演奏に感動しま

した。 

モーツァルトのオペラはダ・ポンテ三部作にし

ろ「魔笛」にしろ、フィナーレの大団円は勧善懲

悪や愛の賛歌を歌い上げ、モーツァルト・オペラ

の圧倒的なだいご味です。（海外では「ドン・ジョ

ヴァンニ」フィナーレの 6 重唱を省略した公演が

話題になったようですが、なんと無謀な！） 

例会の演奏を聴いて感激したこともあってやは

り全曲を聞きたくなり、アーノンクール盤 DVD（チ

ューリッヒ歌劇場、エヴァ・メイほか）を聞いてみま

した。もともとピリオド風の演奏は好みでなかった

のですが聞き進んでいくうちにアーノンクールの

テンポ感、人物描写、生き生きとしたドラマ性に

引き込まれ「フィガロ」全曲の素晴らしさを改めて

堪能することができました。 

演奏の感想はさておき、今回全曲を聞いて初

めて気が付いたことがありました。それはわたくし

にとって新発見でした！ 

第29番フィナーレのクライマックス、Andanteか

らのアルマヴィーヴァ伯爵が伯爵夫人に詫びる

感動的なモチーフがすでに第 1幕第 2曲小二重

唱）でスザンナとフィガロによって歌われているの

です。何気なく挿入されているではありません

か。 

第 2曲（小二重唱）の 84小節からです。ディン

ディン、ドンドンのすぐあとです。スザンナ「Se 

udir brani il resto,discaccia i sospetti･･･（面白いこ

と聞かせましょうか、あなたが怒りさえしなけれ

ば」、それに答えてフィガロは「Udir bramo il 

resto, i dubbi,･･･（面白いとはどんなことだ、疑い

と不安で気が気じゃない）」の部分です。 

フィナーレの Andante からの部分では、アルマ

ヴィーヴァ伯爵（コンテ） 「 Contessa,perdono! 

Perdono!」（奥方平にお許しください、お許しくだ

さい）、続く伯爵夫人(コンテッサ)の「Piu docile io 

sono,e dico disi,（許しましょう、あやまちは誰にも

あること）」のところ、まったくよく似ています。 

この感動的な重唱はコンテがコンテッサに心か

ら詫びる姿を見事に表現しています。あの時代に

コンテがコンテッサに謝るという時代を越えた新し

いモラル、それは社会階級制度に対する批判で

あり、モーツァルトがこのオペラをブルク劇場

（1786）で初演したとき、市民にとってそれは痛快

なドラマであったと思います。 
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今回はじめて第 2 曲（小二重唱）とフィナーレ

の相似性に気づいたときは、ハッとするし、思い

はフィナーレにひとっ飛びです。この隠し味に一

体どんな意味があるのか考えてしまいました。（第

2曲は変ロ長調 4/2拍子、フィナーレはト長調 4/4

拍子。調性、拍子は変わっているが類似性は明

白です。また第 2 幕では女性が先に歌い出しま

すがフィナーレでは男性が先に歌います・・・なに

か意味があるかも？） 

この相似性に気付いたのでいくつか解説書を

見てみましたがそれに触れている文献は見当た

りません。また今までに話題として取り上げられた

記憶もありません。 

モーツァルトにもメロディの使いまわしはいくつ

かありますが（例えばジュピター音形など）その類

ではありません。また循環形式の意図でも、ライト

モティーフでもありません。 

いまは判然としませんが、なぜ第 1幕の最初に

すべての結末となる第 29 曲フィナーレと同じ楽

句が挿入されたのか、非常に興味深く(疑問とし

て)感じているところです。 

※追記：その後ベルリン・コーミッシェ・オーパ

ー（ロルフ・ロイター指揮）によるドイツ語版全曲の

映像を久しぶりに視聴しましたがドイツ語による

違和感は全くなく、歌劇「フィガロの結婚」の音楽

の普遍性をつくづくと感じました。（違和感があっ

たとすれば、第 1幕フィガロが初めて歌いだす聞

き慣れた Cinque…dieci…がドイツ語だったところ

でしょうか） 

ただ「フィガロの結婚」についてはいまトレンド

のクルレンツィス指揮/ムジカ・エテルナの演奏を

聴いていないので語れないかもしれません。 

     ❖ 

神ってるモーツァルト Ⅵ 

 

K.425 朝吹 英和  

 

モーツァルトの交響曲第３９番・第４０番

・第４１番についてニコラウス・アーノンク

ールは「私は今、これら三曲が統一されたひ

とつの作品だと確信しています」と語ってい

ます。 

更に、第３９番について「変ホ長調交響曲

の終楽章は、モーツァルトの書いた終楽章の

中でも、唯一無二のものです。この終楽章に

は、主題がひとつしかなく――つまり、第二

主題がないのです――遠く離れた調を荒れ狂

いながら通りぬけ、砂塵の中で終わりを迎え、

その砂塵の中から、あの漠然とした、何かを

探し求めるかのようなト短調交響曲の冒頭が

現れるのです」と語り、三大交響曲はそれぞ

れが独立した作品ではなく、ひとつの「器楽

によるオラトリオ」であるとの自説を主張し

ています。（２０１４年４月／三大交響曲を

録音したＣＤの冊子より） 

高橋勇さんが第３９番について「ウィーン」

との愛称をつけておられる通り、典雅で優美

な音楽に満ち溢れている作品ですが、終楽章

について私には夜空に煌めく星座や天の川、

そして何よりも次々に放射状に流れ星が出現

する流星群がイメージされます。只管疾走す

るアレグロの音楽を背景に私には死の影が明

滅するように感じられてなりません。先行す

る第３楽章メヌエットを流れる遠き日の想い

出を想起させる音楽。フルートと２本のクラ

リネットによる何処か寂しげなレントラー風

のトリオに既に死の影が萌していると感じる

のは私だけの思い過ごしでしょうか。 

音楽を聴いて様々な映像をイメージしたり

感じたりする内容は聴き手によって千差万別

ですが、アーノンクールが「砂塵」と表現し

たイメージとの落差に驚きを禁じ得ません。 

一方、小林秀雄は『モオツァルト』の中で

この終楽章について言及しています。「三十

九番シンフォニイの最後の全樂章が、このさ

ゝやかな十六部音符の不安定な集りを支配し

た梃子の上で、奇蹟の様にゆらめく様は、モ

オツァルトが好きな人なら誰でも知ってゐ

る」 

引用部分の前文には小林が同著を執筆中、

窓越しに眺めていた明け方の空に赤く染まっ
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た小さな雲の切れ切れがこの終楽章の動機の

音型に見えたとの記述があります。視覚的な

イメージから音楽を想起する小林の鋭敏かつ

豊かな感受性が窺える文章です。 

 終楽章を牽引する冒頭の短い動機は単刀直

入に主題を提示するモーツァルトの特徴であ

り、第４０番や第４１番の第１楽章のインパ

クトの強い主題とも通底しています。 

 第１・第２ヴァイオリンによる弱奏で開始

された音楽は全弦楽器に管楽器そしてティン

パニを加えたフォルテの総奏によって疾駆し

ますが、５２小節から６１小節にかけてはフ

ァゴットとフルートの対話が激しさの中に一

瞬訪れる安息の時空を美しく彩っており、正

に神ってる瞬間です。同じような木管による

印象的なフレーズは７９小節から８５小節に

かけてホルンとクラリネットも加わって登場

する他、後半でも時には木霊のように明滅し

ながら顔を出して音楽に彩を添えています。

木管楽器の効果的な使い手としての「神って

るモーツァルト」を聴く事が出来ます。 

 そして音楽が盛り上がった途端に突如出現

する総休止。（１０７小節の全休符）無窮動

の如く展開していた音楽は冒頭の動機の一部

で突如終止しますが、第１ヴァイオリンによ

る動機が再現されて音楽はまた何事もなかっ

たかのように展開して行きます。そして再び

冒頭動機の一部による突然のコーダとなりま

す。聴き手は加速度のついたまま虚空に放り

出されたような感覚に捉われます。休止符に

よって出現した空白の時は次の世界への入り

口であったとするアーノンクールの認識に繋

がるものでしょうか。事実、アーノンクール

は第４０番をウィーンで演奏した時にこの曲

の前置きとして第３９番終楽章の最後の数小

節を演奏したそうです。 

 呼吸していた生命体の突然死のような衝撃

的なコーダもまた「神ってるモーツァルト」

の一面ではないでしょうか。ベートーヴェン

の交響曲第８番の第１楽章のコーダは冒頭主

題がさり気なく登場して終止するお洒落な構

造ですが、敬愛する先達モーツァルトの第３

９番に触発されての事だったのかも知れませ

ん。 

        ❖ 

『朝吹英和句集』に触れて感じたこと 

 

K.287 勝間田弘幸  

 

 感動すると熱き涙が溢れて、丁度凹面鏡の

ようになり外界の世界はぼやけて見えなくな

り、自己の内面を見つめるようになる。する

と、愛のエナジーが心の中に誘起されて（生

まれて）いることに気が付く。そして時には

閃きや霊感を伴って創造に向うキッカケにな

ることもある。創造の過程で時には奇蹟を感

じて又、感動が伴い今度は感謝の気持ちが芽

生えてくるような・・・このような循環が朝

吹氏の創作の母体に宿っているように感じら

れるのです。 

 感動で惹き起こされた意識の矢には時空を

超えて直進し、事物の現象を瞬時に射抜くよ

うな鏃が備えてある。その矛先は例えば一万

年以上も戦いがなく芸術至上主義を満喫して

いたと思われる縄文、新石器、旧石器時代を

も踏まえつつ一足跳びに我々の先祖と思われ

る約７００万年前のルーツを辿って見えてく

る形としての線形体（精子）と静止した球体

（卵子）に向けられる。それは見方によって

は矛と盾にも見える。 

 先日、日曜美術館を見ていたら、空海様プ

ロデュースによる東寺の木彫彫刻を配した立

体マンダラが東京国立博物館に展示されてい

て、そこに生命誌研究者の中村桂子様が現れ

「生きものって矛盾を抱えている存在だとい

つも思っていて良いも悪いも分かれているの

ではなく、良いも悪いもある。それがダイナ

ミズムを生んでいるんだと思うんですね。矛

盾をなくしたら、たぶん死んじゃうんだと思

うんですよ。空海はこういう世界があるんだ

よと、だから生きとし生けるものは、皆大事
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なんだよと、一人一人が皆大事なんだと、こ

こ（立体マンダラ）に入ったら一人一人の大

切さがわかるでしょ。と云っているような気

がする」と・・・この矛と盾という異質な存

在が戦うのではなく仲良く（愛を持ってして）

することで１＋１＝２以上のエナジーを得る

ことができたのではないかと思えてくるので

すが・・・現在の状況は異質なものを排除す

る傾向にあり、肌の色が白いとか黒いとか、

宗教が違うとか戦っている訳で御先祖様から

見たら何とも嘆かわしく悲しい風景に見えて

いるのではないでしょうか。異質なものも仲

良く皆大事なんだよと御先祖様が願っている

ような、まるで遺言のようにも聴こえて参り

ますが・・・それから NHK．BS テレビのコ

ズミック・フロント「にゃんこ博士が説く量

子が教えてくれる宇宙空間の謎」を見ていた

ら、量子は粒でありながら波（もやのような

もの）でもあり重ね合わせの状態もある。と、

このなんだかわかんないということが大切で

曖昧な存在だから色々と凄いことができる。

と、量子力学の矛盾を衝こうとして量子縺れ

という更なる姿をあぶり出したアインシュタ

イン。(量子縺れは、その後ついに証明された。

彼が生きていてこの結果を見たらなんと云っ

たか）この宇宙は量子の世界の不思議なこと

わり（理）に支配されているようで、宇宙の

始まりの量子という原子、陽子、電子、中性

子、光、ニュートリノ、クォーク、ミューオ

ンなど微粒子の形でさえ矛盾を孕んでいたの

ではないかと思うと、現今の命たちもそのル

ーツ上に生息しているというか感慨深いもの

があるなあ、と思えてきますが・・・朝吹氏

の両極であったり異質なものの組合せによる

試みは時空を超えて恐らく生命記憶３８億年

＋生かされてきた年数＋閃き、霊感と云った

形で無意識の内に蘇ってくるのでは・・・ 

無意識の魂の底知れない深いところから立

ち昇ってくる意識が浄化され崇高な世界にま

で引き上げてくれる朝吹氏の創造の凄さには

感服してしまいますが、例えばモーツァルト

様のディべルティメント No.15 K.287 の第

４楽章のアダージョを聴いていると、やはり

崇高な世界への誘いを感じます。音楽は時間

と共に水平方向に流れてゆくように感じられ

るのですが、このアダージョを聴いていると

音楽は垂直方向に上昇してゆき、時間が空間

に変容してゆくが如く、徐々に逆円錐形に空

間が広がってゆくような、まるで恋人たちが

手に手を取り合って舞い上ってゆくような、

もはや時間軸は消えて、恋人たちの愛が融合

して開花し永遠に愛が流れてゆくような・・

・世界を感じてしまいます。 

それでは、ここで朝吹氏の音楽と絵画に触

れた句の中から各々一句ずつを選んでみるこ

とにします。先ず「一面のロ短調より蝶生ま

る」の句に出逢った時、心の中ではモーツァ

ルト様の「アダージョ ロ短調 K.540」を意識

しましたので、私の中では唯一この曲はモー

ツァルト様絶体絶命ロ短調と言いたい位全く

救いがない世界を感じていました丈に、絶体

絶命の死から蝶が生まれ出るとは・・・この

時、奇蹟が起ったのだと魂が蝶になって蘇っ

たのだと感じたのです。それもなんと短調の

哀しみから長調（蝶々）の晴れやかで流麗に

して優雅な舞姿を垣間見ることができまし

た。この光景を絵で表現したいとも想い、青

色の蝶からは水色の透明な空が幕を開けてゆ

くように・・・緋色の蝶からは朝焼けの光景

が、茜色の蝶からは夕焼けの光景が、そして

ラベンダーのような紫色の蝶からは夜の帳が

降り始め魅惑の宵の明星が輝きだすような光

景を・・・描くことができたらなんと素晴ら

しいことかと夢想してしまいます。 

 例えば弦楽五重奏曲 No.4  K.516 ト短調で

は第４楽章のどん底の悲しみのところで「も

う止めた!！」と急に長調に転調され、まるで

蝶々が自由に飛翔してゆくかの如く感じられ

るところがありますが、このような精神風景

に触れる時、ひょっとするとモーツァルト様

は精神という心のチャンネルを自在に瞬時に

切換えることができた方ではなかったのか
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な、という想いに浸ったりしてしまいます。

私にとってロ短調から生まれた蝶については

色々と想像力が広がってゆくようで感謝して

おります。 

 

次に「ゲルニカの対角線を猪
しし

走る」という

句についてですが、ピカソはキュビズムとい

う立体派に精通した画家ですが、この「ゲル

ニカ」という作品では中央上部左側に裸電球

のような謎の光を配することで、より空間的

な表現に繋がったように感じておりました。

更に謎の光の右下にはしっかりと握られた心

の灯とも思えるランプを頂点として大きなピ

ラミッド形の三角構図が見えますが、実はこ

の作品の写真をアトリエの壁に貼って毎日挨

拶するように見てはいたものの対角線のこと

は殆ど気にしていなかったのです。ところが、

この句に出逢えて対角線を意識して見るとビ

ックリ！！今迄には見えなかった世界が見え

てきたのです。画面全体を貫くように対角線

が形を通してうねるように見えてきたので

す。対角線が交差するとⅩという形になりま

す。このⅩという形について２つのことが気

になりました。一つは戦争に対する全面否定

（×印罰点）と、もう一つは謎という意味合

いを孕んだⅩという文字で、この「ゲルニカ」

という作品が孕んでいる謎とは、この対角線

に匿されているのではないかと気付かされた

ことでした。謎の光の下で悲鳴を上げている

ような馬のボディが丁度、対角線の交差する

位置に近く、馬の首の付け根附近から垂直に

立ち上がっている直線により、右側は明を左

側は暗を暗示しているようにも感じられま

す。斜めの線というのは平面の場合、奥行き

を感じさせてくれる有力な手段であること。

私が謎の光によって直感的に感じた奥行きと

しての空間表現の裏には意識していなかった

にせよ、この斜めの線の作用が何らかの影響

を与えていたように思えてきたのです。 

先ず、右下から左上に向う線のイメージは

メランコリーで、左下から右上に向う線には

快活で壮快なイメージがある。これは右利き

とか左利きに関係なく感じられる作用のよう

ですが、「ゲルニカ」の場合、右下から左上

に向ってゆく対角線が射抜く頭部は哀しみに

打ちひしがれる雄牛とその下には我が子を抱

いて絶望的な悲しみに絶叫するような母親が

描かれていて左下から右上に向ってゆく対角

線上には、やはり絶叫するような人が描かれ

ていますが、その顔の真上に描かれた白色の

四角に凹んだ部分は、ひょっとするとこの閉

ざされた空間から開かれた空間に通じるツー

ル（この凹んだ部分を打ち壊すことができれ

ば・・・この絶叫している方の拳固では無理

「ゲルニカ」 ピカソ作：1937年， 349.3×776.6ｃｍ 
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だとしても勢いのある猪であれば可能なよう

にも思えてきますが）となり、苦しみの絶叫

が希求する開かれた空間世界に通じて脱出で

きるキッカケになるかも知れないという頼み

の窓口のようにも見えてくるのですが。又、

画面中央右上から伸びた人の手に託された唯

一の心の灯と名付けたいランプの先端の上か

ら右下に下降する力強い斜めの線は左下か

ら、か細いけれども徐々にせり上ってくる線

と合流して中央に安定したピラミッドを築こ

うとしている。まるで両極を孕んだ対角線の

交点を隠すかの如くこの絵の頂点へと君臨し

ているが如くである。 

ゲーテは確か、この世で最も貴い光は自己

の内側から発する光であると云っていたよう

に記憶していますが（私の解釈では愛が発す

る輝きのことを語っているのだと思うのです

が）この灯を掲げている手の女性は一説によ

るとピカソの２番目の妻であるマリー=テレ

ーズらしいのです。実は１９３６年故国にド

イツのヒトラーとイタリアのムッソリーニと

組んでフランコ将軍が内乱を起こし、１９３

７年４月２６日にドイツ軍によるバスク地方

の田舎町ゲルニカへの誰もが予想だにしなか

った無差別爆撃が強行された、とあります。

この時期ピカソの周辺でも恋人になるドラ・

マールが現れ、マリー=テレーズに子供が生

まれ、最初の妻であるオルガとのあいだが片

付くか片付かぬかのうちの、この新しい関係

も始まる。妻オルガ母子とはもちろん、マリ

ー=テレーズ母子とのより新しい関係にも亀

裂ができ、きわめて複雑なトラブルを生む、

その主要な原因がピカソ自身にあったことは

間違いない訳ですが、時にはピカソの前でマ

リー=テレーズと恋人のドラ・マールが取っ

組み合いの喧嘩（格闘）をしていたというの

ですから、目玉が三角や四角や星形に見えた

としても不思議ではなく無理のないことなの

だと絵を見て思ったことがありました。ピカ

ソは絵について「私は自分のこの眼で実際に

見たもの感じたもの以外を描いたことは一度

もない」と・・・そして、この異様な画面空

間を猪が対角線上に縦横無尽に駆け巡り、こ

の閉栓されたような空間から如何に脱出する

かが今回猪に課せられた任務の一つのように

も思えてしまいますが、それは様々な形象と

現象を捉えてゆく中で、そこに潜む両極を超

越するべく極致点なるものを見い出すことに

あるのではないかと思えてきたのです。 

 いずれにしましても、画面の左側中程に居

るのがオルガ母子であろうか、中央右中程で

灯を覗き込んでいるような仕草をしているの

が写真家で知性派のドラ・マールでしょうか。

その上が優しくピカソに従順だったマリー=

テレーズでしょうか。ピカソは両方共、そし

てオルガも必要だったようです。そのピカソ

はそれではどこにいるのでしょうか。左上の

雄牛かその右の雄馬か、はたして左下にギブ

アップして横たわっている男でしょうか。右

手には折れた刀を持ち、左手の平にはなんと

も謎めいた形の暗号文のような描線が刻印さ

れているようにも見えますが、私がふと思っ

たのは、どうもピカソの意識はこの絵の対角

線の交わるⅩ点にあるのではないかと。おお

よそ宇宙の我々が生息している地球の有り様

とは、例えば太陽の光に対して陽光と影とい

うように必ずと云ってよい程、陰・陽とか善

・悪とか＋－、NS・・・etc という様に両極

を内包しているように思えるのです。 

対角線上に配される上下・左右という両極も

しかりで、その要がⅩ地点ということになり

ますが、ここに両極を超越するべく極致点な

るものがあると思うのです。 

 アルファベットのⅩという形は左右を各々

に伸ばしてゆくと∞という形になります。ク

ロスした地点Ⅹが瞬間だとすると∞は永遠を

現わしていますが、この瞬間的で且つ永遠的

なものとは感動ではないでしょうか。感動は

突然起こる訳で一目惚れと一緒で一度見て相

手に惚れてしまう、それは両極を忘れて只只

心を奪われてしまうという恐らく愛という名

のエナジーの引き起こす神技なのだと思われ
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ます。大感動をしますと、この記憶は人生振

り返ってみますと機会ある毎に甦ってくるの

で生ある限り永遠に続いてゆくエナジーでは

ないかと思われます。 

 モーツァルト様が表現される音楽の例えば

長調から短調に転調される間（休符）につい

てピアニストの神谷郁代様は「音のない音楽」

なのだと、「長調、短調（未来・希望を感じ

る）それ丈ではなくて、もっと深いところに

モーツァルトの本質があるのでは」と１９９

１年、NHK・FM で放送された「モーツァル

ト劇場」の中でピアノ・コンチェルト N0.20  

K.466 の全曲演奏の後、「間の極致」という

テーマで第２楽章のアダージョを弾き語りで

解説してくれた訳ですが、私にはこの「間の

極致」についても両極としての長調・短調を

踏まえたⅩ地点なるものがあるのではないか

と思えるのですが・・・。この謎めいたⅩと

いう英語のアルファベットの文字の形につい

て、源は一体どこから来たのか知りたかった

のですが、現在のところアルファベットはフ

ェニキア文字から来ているという情報を頂き

調べたところ「記号」という表現に留ってい

ますが、現在では数式とか遺伝子の染色体な

ど重宝がられていると思います。私が中学で

初めてアルファベットに出逢い未だに想って

いるのは上から W・Ⅹ・Y という女性のボデ

ィを連想する位で、Ⅹは丁度お臍に当たる訳

ですが、インドではヴィシュヌ神のお臍から

蓮の花が生まれたと、胎児は臍の緒で母体と

繋がっているし、Ⅹを４５度回転させると横

軸が時間で縦軸が永遠を表しているという十

字になる。いずれにしてもⅩとは交わる形で

あり、日本のある地方では道の交差点に履き

物などを置く風習があるとテレビで見ました

が、その訳は交差点の四角いエリアは時限が

違っているのだということでした。更に遺伝

子の染色体には女性がⅩⅩで、男性がⅩY と

いう様に記号として使われていることなどを

思うと増々謎深しというか神秘的な音色を放

っているように感じられます・・・。この度

はなんとも貴重な朝吹氏の句に触れることが

でき、日々心の奥底に沈殿してゆくドロドロ

したダークグレイの色素が一気に光の虹に引

き上げられるような感動を頂き誠に有り難う

ございました。 

 

My Favorite Mozart 

私のお気に入りのモーツァルト 

 

ヴェスペレ ハ長調 K.339 Laudate dominum 

 

K.294  藤田 真人  

 

私のある知り合いから K.427/Et incarnatus est

そして、K.618 Ave verum Corpus と並んで美

しい曲という K.339 Laudate dominum を教え

ていただきました。そんな話を聞いたら聴か

ずにはいられません。 

K.339 なんて CD 持ってたっけな～と 

手持ちの CD を随分かかって、片っ端から探

しまくっていたら、ありました。ありました。

ホグウッドのCDでK.317とのカップリング。 

「こんな CD いつ買ったんだっけ？」 

と思いつつ、さっそくパソコンに CD を突っ

込んで聴いてみました。Laudate Dominum。 

この曲も本当に美しい曲ですね。 

コーラスを聴いていると、なんとなくアヴェ

・ヴェルム・コルプスを思い起こさせてくれ

ます。私の一番好きな部分は終盤、コーラス

の合間からソプラノが天上的な声でゆっくり

と徐々に聴こえてくる部分です。 

K.361 グラン・パルティータのあのオーボエ

を思い起こさせてくれます。 

モーツアルトの色々な曲でこのような表現と

出会いますが本当に美しい表現だと思いま

す。 

また、ひとつモーツアルトの美しい曲を知る

ことができました。最近、このように美しい

曲を教えていただいて新しいモーツアルトに

出会うことができると、天文学者が新星を発
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見したような喜びを感じます。 

 

K.339 Laudate dominum を聴きながら・・・ 

 

フェルメール展 

9/35 

 

  K.378 乗松 昭  

 

  2018 年 12 月 12 日、フェルメール展が開催

されている「上野の森美術館」に行きました。

日時指定入場制です。会場入口に「フェルメ

ール展 9/35」の大ポスター。9/35 とは、フ

ェルメールの現存する絵画 35 点のうち、過去

最多の 9 点が展示されているという意味で

す。フェルメールを所蔵する美術館は、どこ

でも国外へ貸し出ししたがらないなか、1/4

にあたる作品が東京で観られるのは、滅多に

ない僥倖というものです。 

  会場は先ず、フェルメールと同時代のオラ

ンダの画家たちの作品が展示されていて、フ

ェルメールは最後の特別室にあります。 

 フェルメールの部屋に入ると、照明が一段

と落とされ、薄暗くなります。人がどっと増

えて、作品の前は黒山の人だかり。フェルメ

ールの作品は、市民の部屋を飾るに適した小

振りのものが多く、人だかりの一番前の人は、

絵の前にへばりつき、凝視して、なかなか動

こうともしない。人の流れは一向先へ進みま

せん。 

 展示されている作品は、どれもさりげない

日常のひとこまを切り取って、鮮やかです。

だが、このさりげない日常のひとこまには、

このあと何かドラマが起こりそうな気配が予

感されます。例えば、『ワイングラス』。ワ

インを飲んでいる若い女性とそれを見つめる

伊達男。ドラマティックなことが起こりそう

な気配を孕んでいます。『手紙を書く婦人と

召使い』。手紙を書くことに余念がない女主

人と窓の外を眺めて、いわくありげな表情の

召使いの女。何かドラマが隠されているよう

です。この作品は二度も盗難に遭ったという、

いわくつきのものです。 

 最後の作品は本展の目玉ともいうべき『牛

乳を注ぐ女』です。 

 画面左側の窓から、柔らかな光が射し込み、

画面全体を輝かしています。まさに、「光の

魔術師フェルメール」です。 

 

  「光の魔術師」｡この言葉は、若きモー

ツァルトの音楽を想起させます。少年モー

ツァルトの三回にわたるイタリア旅行は、

光り輝く南国イタリアに感応して作曲し

た、さわやかな風が吹き抜ける、澄みきっ

たイタリアの青空のような『ディヴェルテ

ィメント K136』や祝祭的な響きをもつ、

モテット『踊れ、喜べ、汝幸いなる魂よ

K165』などの若きモーツァルトの、生気

あふれる傑作となって、結実したのです。 

 

（『牛乳を注ぐ女』の続き） 

 家政婦らしい若い女性が、牛乳をゆっくり

鉢に注いでいます。牛乳は今まさに渦を巻い

て鉢に流れ込んでいる。牛乳を注ぐ音が聞こ

えてくるようです。女性が腰に巻いている青

い布は、フェルメールブルーとも称される、

ウルトラマリンブルー。顔料は高価なラピス

ラズリです。 

 ここで思い出されるのは、いつだったか、

たしか東京都美術館だったと思うのだが、初

めて『青いターバンの少女』と題された作品

を観ました。それが、いつの間にか『真珠の

首飾りの少女』と変わり、腑に落ちなかった

のだが、『青いターバンの少女』は『真珠の

首飾りの少女』の別名だったのですね。『青

いターバンの少女』もターバンの青色にラピ

スラズリを使っている。別名『青いターバン

の少女』と題したのも頷けます。 

  『真珠の首飾りの少女』の謎めいた表情は、

レオナルド・ダ・ヴィンチの、あの『モナリ

ザ』の謎の微笑みとともに、永遠の謎です。 
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 『手紙を書く女』（ワシントン・ナショナ

ル・ギャラリー所蔵）も私の好きな一点です。

淡い黄色の衣装が印象的です。 

 日本初公開の作品は『ワイングラス』（ベ

ルリン国立美術館所蔵）と『赤い帽子の娘』

（ワシントン・ナショナル・ギャラリー所蔵）

の二点です。 

  フェルメールの魅力にたっぷり浸った、ひ

とときでした。 

  それでは、また。    （2018 年 12 月） 

         ❖ 

K.505をブリリアント全集で聴けました！ 

 

K.545 森下 英子  

 

〔Ⅰ〕 

 ナンシー・ストレースについて、私の手持

ちの本には 2～3 行、又はそれに小さな写真付

き位の記載でした。ところが愛好会では昨年

7 月の野口秀夫先生のご講演に始まり、アマ

デウス通信に宮田さん、泉さん、紺野さんが

大変詳しくご寄稿下さり、モーツァルトにと

ってナンシー・ストレースはアロイジアと同

じく特別の歌手であったこと、美しい曲を沢

山作り歌って頂きたい歌手であったことを教

えて頂きました。 

  ナンシーが英国に帰るにあたって告別演奏

会の曲目にピアノ協奏曲（第 20 番）が入れら

れたとのことは、帰国されることがモーツァ

ルトにとってどんなに衝撃であり、残念だっ

たかがうかがえました。 

 （私は老化急進でコンサート会場には行け

なくなり、例会の日にはすっかり落ち込み、

これからのこと悲観的に考えはじめました

が、今出来る楽しみを見つけましょうと思い

直して) アマデウス通信 52 号を手にして､紺

野さんが昨秋ご訪英の折にナンシーのお墓を

探して歩かれてのご寄稿を拝読。紺野さんは

モーツァルトが帰国するナンシーのために心

をこめて作曲したコンサート・アリア（K.505）

「どうしてあなたを忘れられよう」について、

ずっと以前から注目されておられ、250 年祭

のザルツブルクでの演奏、映像についての他、

お手持ちの CD 名盤 5 枚、そして NHK「毎日

モーツァルト」での演奏と､7 演奏についてお

書き下さって、いよいよ K.505 はモーツァル

ト作品の中でも特別の作品なのだと判りまし

た！ 

 それで昨年 8 月思いがけず購入のご縁に恵

まれましたブリリアント全集から K.505 と、

ついでに K.523《夕べの想い》入りの 2 枚を

取り出し､聴いてみました。K.505 はオケとソ

プラノの途中からそれは美しく、控え目とい

うか丁寧な胸迫るピアノが高音のソプラノに

ぴったり寄り添って――熱い心が一杯感じら

れるオブリガート！……何回聴いても目頭が

熱くなりました。でもどうしたことか K.505

のジャケットにピアニストの名が無いので

す。チェンバーオケの方が弾いているので印

字されないのでしょうか。私には弾いている

のはモーツァルト自身に思えてしまい、ピア

ニストさんの名が印字されていないのも又良

いと思いました。 

 （K.523《夕べの想い》は別のソプラノの方

の演奏で、ピアノ共に清らかで控え目で味わ

い深く思いました。）とても不思議、この 2

枚に元気を頂けて私は立ち直れ、この 2 枚だ

けでもブリリアント全集購入は幸せなことだ

ったと思いました。コンサート会場には行け

なくても気にせずに愛好会とブリリアントに

感謝して、170 枚を大切に聴いてゆこうと思

います。 

〔Ⅱ〕ブリリアント全集について 

 オランダの名門ブリリアントのモーツァ

ルト 250 の全集は価格と収納考慮の製品で

す。中央公論や小学館の全集では収納場所で

購入に踏み切れない方がいらっしゃいました

らお薦めしたく存じます。生誕 250 年にダン

ボールの赤箱入りで発売。再三の再発売すべ

て完売の後、2014 年に種々改良され、箱はシ

ックなモスグリーンに変わり、前面左にバル
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バラ・クラフト画の赤い礼服のモーツァルト

が凛々しく、微笑んでいます。安価提供は解

説書と奏者の写真と索引を省き、自社の名盤

と他社の専売期間満了の名盤とでの編集に依

ります。外箱の幅 42.5、高さと奥行き 12.5、

重さ 4kg。 

 私はミニ・コンポを置いている座卓の下に

置いています。座卓の下からその都度重い箱

を動かさず、100 円ショップの CD キューブ

ケース（60 枚収納可）に聴きたいのをまとめ

て入れ、聴き終わったものも後方に入れてお

きます。 

 部門別にジャケット袋の色は外箱に合わせ

た品の良い色合いで美しいです。170 枚の CD

には通し番号がつけられ、目次は箱の蓋裏に

印刷。どの CD に収録されているかを知る索

引は愛好会で 2014 年に作成、配布された「ケ

ッヒェル番号順作品リスト」小冊子を活用し

て自分で作れます。小冊子の K 番号の左に

CD を聴き乍ら赤ペンで CD ナンバーを記入

してゆくのはそれは楽しい作業です。小冊子

の用紙はしっかりしていて何回捻っても傷ま

ず、作品の成立年代と場所、そして曲の日本

語主題名も判り、立派な索引となります。記

入完了の時はさぞ感動のことでしょう。解説

は、私は主に井上太郎『モーツァルトのいる

部屋』と偶に『ザスロー事典』。でも吉田秀

和さんは「まず聴くこと。解説を読むのはそ

の後」と語られていましたので丁度よいです。 

 新品の入荷は三日後とのことで、「オラン

ダからで？」と思いましたら､輸入盤専門問屋

から入るそうです。昨年の価格は宅配料共で

24,000 円代でした。1990 年代～2002 年の収録

で音は奇麗です。奏者はオランダの方の他、

ブロムシュテットさんとか有名な方々も多

く、寺神戸亮さん他日本の方も。宗教曲指揮

は殆どニコル・マットで井上太郎さんの本に

は推薦盤として何枚も挙がっています。奏者

の写真は私の想像写真（笑）。チラシやアマ

デウス通信に載っている曲をちょくに聴けて

有難いです。 

 赤箱が販売終了となりましたようにみどり

箱の完売も考えられますので、全集を手元に

と希っておいでの方に参考になりましたら幸

せと存じ、記させて頂きました。モーツァル

トは家事や体操の時もよいですが、コンサー

トに行けなくなってもこの全集からモーツァ

ルトの心に触れて、強く生きてゆければ素敵

と思います。 

 一つだけとても残念なのは、K.50 オペラ

《バスティアンとバスティエンヌ》の演奏が

大人の歌手さんであること。昔、小学館 CD

ウィーン少年合唱団の三人の男の子のがとっ

ても良かったです。     （2019.6.1 記） 

 

 

 

ジェイン・オースティン『エマ』を読む 

―モーツァルトが聴こえてくる本― 

 

K.515 星（島崎）陽子  

 

広々としたライムの並木道の涼しそうな木

陰…この並木道は小川と平行して庭園の向こ

うまで伸びている…とにかく素敵な散歩道で

あり、目の前に広がる眺めもすばらしい。…

みごとな樹木におおわれた小さな丘があり、

その丘に抱かれるようにしてアビー・ミル農

場がある。農場の前には牧草地が広がり、そ

のまわりには小川が美しい曲線を描いて流れ

ている。 

美しい眺めだ。目にも心にもやさしい眺め

だ。これぞまさに英国の緑、英国の田園、英

国の安らぎであり、威圧感のない穏やかな風

景が、太陽の光を浴びて横たわっている。（本

文より） 

 

19 世紀英国ハイベリー村を舞台に繰り広

げられる人間模様、結婚にまつわる心理描写

の小説。200 年前の作品、登場人物は上流階

級の人々。エマという貴族でプライドが高く

傲慢、お嬢様、世間知らずで思い込みの激し
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い女性と、村民と村にやってくる人々との交

流物語である。 

登場人物の個性がひとりひとり際立ってい

て、会話や行動が、どのページを開こうとも

誰であるかがすぐに特定できるほどである。 

エマのおせっかいや「自分が主人公」の言

動や愚行にあきれたり唖然としながらも、遠

くから同情しつつ見守りたくなる読者の自分

がいて、オースティンにしてやったりされた

感があり、この辺りがオースティンの小説の

魅力のひとつに違いない。 

最後はエマが、当初結婚の想定外であった

身近にいた男性ナイトリーと結婚するという

ハッピーエンドに胸を撫で下ろして読了。 

大きな出来事が起こるわけでもなく、住民

たちのハイソな日常の生活を描写し、巧みな

会話のやりとりで物語が流れるように展開し

ていく。この感覚が大島一彦のいう“モーツ

ァルト”といわれる所以かしらと思う。「部

分と全体との関係が実に有機的で、作品全体

がまさに渾然一体の出来栄えに達している」

（大島一彦）。 

私は、廣野由美子氏がいう「距離を隔てて

客観的に、皮肉な笑いをこめて眺めるという

風刺の精神があること」に、まさにその通り

と膝を打ちたくなった。 

 

【大島一彦】 

オースティンは音楽でいえばモーツァルトに

も匹敵する第一級の作家なのである。 

オースティンを読むとモーツァルトを聴いた

ときの感じに似ている。 

トルストイ、ドストエフスキー、ジョイス、

カミュ、カフカ…そしてオースティンを読む、

これが一番いいオースティンの読み方ではな

いだろうか。そのとき初めて漱石のいう「平

凡の大功徳」の意味がよく判るのである。 

オースティンの創作には、よく detachment と

いうことがいわれる。超然、冷淡、無関心と

いう意味であるが、それではニュアンスが逃

げてしまう。作者が、自己主張をせず、偏見

に囚われることなく、作中人物あるいは対象

とのあいだに常に然るべき距離を保ちつづけ

る公正かつ冷静な態度をいうのである。 

【ラフカディオ・ハーン】 

文学的教養が十分でないと彼女の小説の並は

ずれた長所を理解することはできない。あり

ふれた品のない人たちには届かないのであ

る。…私はやはり、あなたがたにはオーステ

ィンのよさは本当に理解できないのではない

かと思う。 

＊自分に向けられているメッセージのよう

で、イタイ思いがしました（笑）。 

【夏目漱石】 

オースティンは写実の泰斗なり。 

【廣野由美子】 

オースティン

が国民的作家と呼ばれる所以は、彼女の小説

が、いわゆるイギリス的特質が顕著な文学で

あるからでしょう。「イギリス的特質」とは

何か。それは、人間の性格の特徴や、日常に

おける人間関係の洞察に重点を置き、対象か

ら距離を隔てて客観的に、皮肉な笑いをこめ

て眺めるという風刺の精神があること、オー

スティンの作品は、まさにこのような精神で

満ち溢れていいます。     （2019.4.7） 

 

 

 

『モーツァルトのドン・ジョヴァンニ』を読んで 

アンソニー・ルーデル著 田中樹里訳 

 

K.317 本吉英紀 

 

本書は、史実と虚構を織り交ぜて、オペラ

「ドン・ジョヴァンニ」の完成と上演に至る

数日間を描いている。当時 31 歳のモーツァル

トを取り巻くのは、妻コンスタンツェをはじ

めすべて実在の人物たち。台本作家のダ・ポ

ンテ、稀代の色事師カサノヴァ、究極の性の

求道者マルキ・ド・サド、歌手であり友人で

もあったヨゼファ・ドゥーシェク・・・。こ
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れらの登場人物たちが繰り広げるドラマの軸

となるのは、モーツァルトとカサノヴァとの

友情とも師弟愛ともつかぬ深交である。絶対

的な指導者であった父レーオポルトの死（１

７８７年５月２８日）、夫婦間の愛の倦怠、

そして創作の壁。さまざまな悩みを抱えてあ

がくモーツァルト。それを見かねたダ・ポン

テがカサノヴァをプラハに呼び寄せる。カサ

ノヴァは自らの遍歴をもとに愛の何たるかを

手ほどきし、オペラ「ドン・ジョヴァンニ」

の完成に手を貸す。 

「自由万歳！」、オペラの第 1 幕フィナー

レで歌われるこの歌詞はどのような意味を持

つのか。単に自らの何物にも束縛されない自

由を謳歌するものか、それとも、本オペラ公

演の 2 年後に勃発したフランス革命の兆候を

意識して発せられたものなのか、オペラ公演

を観るたびにこの「自由万歳！」の意味を今

一つつかみきれないもどかしさがあった。本

書では、ダ・ポンテの台本には最初はこの歌

詞はなかったが、過激な思想のゆえにバステ

ィーユ牢獄に幽閉されていたマルキ・ド・サ

ドからカサノヴァ宛の自由を渇望する手紙に

影響されて、モーツァルトがこの歌詞を台本

に加えることを提案したとされる。モーツァ

ルト、ダ・ポンテ、カサノヴァの結びつきを

考えると、この提案は虚構とはいえ興味深い

ものがある。 

その他に、ドン・ジョヴァンニではなくレ

ポレッロにカタログの歌を歌わせたり、また

第２幕フィナーレのなかに「フィガロの結婚」

のメロディを挿入したのもカサノヴァの提案

によるなど虚構を織り交ぜながら読者の想像

を刺激してくれる。カサノヴァは、このころ

プラハにほど近いドゥクスのヴァルトシュタ

イン伯爵の館におり、「ドン・ジョヴァンニ」

の初演（１７８７年１０月２９日、プラハ）

の時には観客の一人であった。 

本書を読んでから「ドン・ジョヴァンニ」

を聴いたり、観たりすれば、その印象がまた

違ったものになってくるのではないでしょう

か。 

 

 

 

 

素晴らしき『フィガロの結婚』 

K.527 吉田智子 

 

昨年のコンサート体験の中で、最高に感動し

たのは 2018 年 12 月 7 日、ミューザ川崎での、

ジョナサン・ノット指揮、東京交響楽団の『フ

ィガロの結婚』である。「演奏会形式」と銘

打ちながら、シンプルな舞台装置に演技付き

のファン垂涎のコンサートであった。 

私の座席は、舞台袖真上の 2 階席最前列。こ

の位置は、指揮者ノットや歌手の面々は勿論

の事、オーケストラのメンバーの様子もはっ

きりと見ることが出来るセレブ感満載の上

席。この日は、団員のヴァイオリニスト土屋

杏子さんの出番はなかったものの、ノットの

指揮に当にノッテる感じのオーボエの荒木奏

美さんのお姿を見られて大満足。オールスタ

ーメンバーを揃えた豪華な歌手陣。タイトル

ロールのフィガロは、Ｍ・ヴェルバ、最近は

メトロポリタンでの「魔笛」パパゲーノが注

目を集めたそうだが、10 年前位、サントリー

ホールでの、何故かあっけらかんとしたドン

・ジョヴァンニ役が記憶に残る歌手で、この

日の「フィガロ」でも明朗快活、確りした演

技と歌唱で、その存在をアピールしていた。

ミューザ川崎は舞台が比較的低く、サントリ

ーホールより敷居が低いのが利点。演出監修

のＡ・ミルズ（彼はバルトロ/アントニアも掛

け持ち）は観客席にふらっと降りてきて、客

席を縫ってドアへ捌ける等、その密着性を十

二分に活用し立体的な演出で驚かせてくれ

た。 

指揮者ノット、オーケストラ、歌手陣の息が

ピッタリと合っていた。彼らの中にあるのは、

多分、モーツァルトの珠玉の名作『フィガロ
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の結婚』を演奏している喜び、モーツァルト

への敬意、プロとしての矜持なのか？！各々

の揺るぎない信頼感に満ち満ちていた。 

『フィガロの結婚』は、ご存じのように登場

人物が多いオペラなので、演奏歌手の内、一

人か二人は now one な歌手がいるものだが、

今回はすべての歌手が非の打ち所のない満点

の出来映えだったと思う。 

嬉しかったのは、「マルチェリーナの人、上

手だなぁ、何ていい声！4 幕のアリア歌って

欲しいなぁ」と願っていたら、普通はカット

される（牡山羊と牝山羊は）を歌ってくれ大

喝采を浴びていた。J・シーモア、フランス政

府から文化勲章を受章された偉大な歌手との

事。なーる程。 

『フィガロの結婚』は私が観たモーツァルト

のオペラ最初の作品であり『ドン・ジョヴァ

ンニ』と並び最も多く聴いたオペラである。

モーツァルトを知り初めた頃は毎日、CD を

聴いていたし、音楽は全て頭に入っているつ

もりの馴染みのオペラだ。 

この日の、東京交響楽団・ノット指揮の演奏

が、この四半世紀の中でベスト３に入る名演

奏、公演であったと感じる。 

歌手陣の白眉は、何と言っても伯爵夫人の

ミア・パーション。 

美しい声は言わずもがな、色香漂うドレス姿、

上品で美しい伯爵夫人にうっとり…悶絶。二

幕の初め、伯爵とスザンナ、伯爵夫人との三

重唱の場面で、ケルビーノに気がある後ろめ

たさ、からなのか、敢えて強気になって、フ

ォルテで「ファミレミファソラシド」の音階

を「ア」の口で一気呵成に歌う箇所、最後の

「ド」はハイ C の高音に達するソプラノ泣か

せの至難の個所なのだが、完璧だった。 

客席で、とことんモーツァルトに浸った 3 時

間半、一音も聴き洩らすまい、と集中しつつ

も愉悦のひと時「幸福」とはこのことだと、

しみじみ思う。モーツァルトに出会って、素

晴らしい演奏に感動すること、これが最高！ 

終演後、セレブ席？から「マエストロ・ノッ

ト、ブラボー！！」「ミス・パーション、ブ

ラーバ！！」と叫んだら、こちらを見て手を

振ってくれた。 

2019年の愛好会人気投票で第 1位に輝いたの

は『フィガロの結婚』、素晴らしい演奏に出

会った時、生きる喜びが体を駆け巡る。我々

を幸せに導く永遠の宝物。 

（モーツァツトの不滅の名曲は『ドン・ジョ

ヴァンニ』だと信じている私だけれども） 

(注) now one とは「いまいち」の意、I.T.さん

の洒落を拝借 

 

 

 

7人の「フィガロ」 

～「フィガロ歌手」聴き比べ～ 

 

K.134 桐生雅明 

 

 2017 年、沖サロンコンサートで「録音から

見る『フィガロの結婚』演奏の変遷」なる発

表をした。1937 年のブルーノ・ワルターから

2012 年のテオドール・クルレンツィスまで、

約 80 年間の録音から各時代を反映すると考

えた数種類を選び、変遷の様相と背景を探っ

た。 

 今回は、こうした検討も踏まえ主役のフィ

ガロに焦点を当て、歴代の「フィガロ歌手」

の歌唱を録音から振り返ることにした。独断

的な評価や誤りはご容赦いただきたい。 

 選んだ「7 人のフィガロ」は（生年順) 

1．エツィオ・ピンツァ（伊 1892～1957） 

2．エーリッヒ・クンツ（墺 1909～1995） 

3．チェーザレ・シェピ（伊 1923～2010） 

4．ヘルマン・プライ（独 1929～1998） 

5．トーマス・アレン（英 1935～） 

6．ルカ・ピサローニ（伊 1975～） 

7．クリストフ・ヴァン・ホルン（独 1978～） 

 フィガロが特に活躍する第 1 幕と第 4 幕を

中心に比較した。 



- 14 - 

〇比較のポイント 

1．声の質や音域から見た役柄への適性 

2．発声の明瞭さ 

3．場面や劇の進行に合わせた表現力（第 1

幕は、新婚の喜びから、伯爵の下心を知っ

て逆襲に向かう心情。第 4 幕は、スザンナ

らの策略を知らず裏切られたと勘違いした

失望や自虐） 

4．他の共演者とのマッチング 

〇フィガロは「バス」の役！ 

 フィガロは「バリトン」と思われがちだが、

「バス」が正解だ。新モーツァルト全集、CD

や演奏会のプログラムなど「バス」とする例

が増えた。音域から見てもトーマス・アレン

のようなハイバリトンが歌うと無理が出る。 

 

〇1 人目 エツィオ・ピンツァ（伊 1892～

1957）～貧しい録音から伝わる貫禄～ 

 ブルーノ・ワルター指揮ウィーンフィルほ

か（1937 年、伊アンドロメダ） 

「両大戦間で最も偉大なバス歌手」との評

価もある大スター。ミュージカル「南太平洋」

もヒットするなど幅広く活躍した。 

当録音は 1937 年ザルツブルク音楽祭のラ

イブ。翌年、オーストリアはナチスドイツに

併合され、ザルツブルク音楽祭も 1937 年が実

質的に戦前最後の開催だった。指揮者のワル

ターもユダヤ人だったため命の危険にさらさ

れ、各地を転々とする中で極限状態の上演だ

った。 

82 年も前のライブなので、音は貧弱、ノイ

ズだらけで声の質や細かな表現は分からない

が、劇の起伏はよく伝わってくる。ピンツァ

は、堂々としたドラマティックな声だと想像

できる。第 1 幕の「もし踊りをなさりたけれ

ば」の逆襲に燃える心、第 4 幕の「ちょっと

は目を見開いてみるがいい」の投げやりな感

じなど素晴らしい。 

〇2 人目 エーリッヒ・クンツ（墺 1909～

1995）～粋で色っぽくカッコいい～ 

 カラヤン指揮ウィーンフィルほか（1950

年、ワーナー） 

 クンツは戦前戦後を代表するモーツァルト

の名バリトン。ウィーン国立歌劇場では戦後

だけで、フィガロは 249 回、パパゲーノは 338

回、レポレロは 211 回出演するという空前絶

後の記録を持つ。 

 当録音は共演者も素晴らしく、SP 末期の録

音も良好で、千両役者ぶりを伝える（舞台姿

も演技も素晴らしかったらしい）。端正で明

瞭な発音、独特の艶のある声で、後述するシ

ェピのような凄みはないが、歌のうまさや美

しさは上だと思う。第 1 幕の「もう飛ぶまい

ぞ」などスポーツ的な快感がある。第 4 幕の

「ちょっとは目を見開いてみるがいい」は、

失望感は薄いが巧みなことこの上ない。 

〇3 人目 チェーザレ・シェピ（伊 1923～

2010）～「史上最高」のフィガロ～ 

 クライバー指揮ウィーンフィルほか（1955

年、デッカ） 

 史上最高のフィガロとドン・ジョヴァンニ

はシェピだという人も多く、私もそう思う。

有名な 1953 年のフルトヴェングラー指揮「ド

ン・ジョヴァンニ」のオペラ映画は声、姿、

演技全て最高だ。フィガロは 1955 年ステレオ

最初期の録音だが、指揮、オケ、当時最高の

配役、デッカの優れた録音と 4 拍子揃った歴

史的名盤だった。今日のクルレンツィス盤の

ような掘り下げた解釈と比べ、新味に欠ける

ので、この録音の評価は近年かなり落ちた。

しかし、シェピに限ればこれだけ役柄にはま

った歌手はいない。 

〇4 人目 ヘルマン・プライ（独 1929～1998）

～録音で損しているとしか思えない～ 

 ベーム指揮ベルリンドイツオペラ管ほか

（1968 年、グラモフォン） 

 フィガロとパパゲーノはプライの当たり役

で、聴いた 3 種類のフィガロは全てベームの

指揮。うち 2 つが映像だ。1 つは、1975～76

年のポネル監督の有名なオペラ映画。もう 1

つは 1980 年ウィーン国立歌劇場の来日公演

の映像。 
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 映像作品では演技や字幕に注意が行くし、

CD ほど音質も気にならないので十分に楽し

める。ところが、音だけの CD になると話が

違ってくる。ベーム指揮の当録音は、配役は

豪華（フィッシャー＝ディースカウやヤノヴ

ィッツら）なのに、プライも含め歌手もオケ

も音が痩せていて硬く、場面ごとの変化も乏

しい。「こんなはずはない！」と思い、優れ

た録音で知られるドイツシャルプラッテン盤

「フィガロ」を聴いてみた（1964 年、スィト

ナー指揮ドレスデン国立管）。この録音で、

プライはドイツ語でアルマヴィーヴァ伯爵を

歌っているが、表情豊かな名唱だ。フィガロ

が良くないのは、録音のせいに違いない！音

のよいライブ盤が残っていないか？ 

〇5 人目 トーマス・アレン（英 1935～）～

硬く苦しい発声～ 

 ムーティー指揮ウィーンフィルほか（1986

年、ワーナー） 

 アレンは 1970～80 年代を代表するフィガ

ロ、ドン・ジョヴァンニ歌手の 1 人とされる

が、録音を聴く限り、私にはこうした評価は

信じ難い。ハイバリトンの声をムリに張り上

げて歌っており、しかもどの場面も同じよう

に聴こえる。第 1 幕初めのベッドの寸法を測

る場面など、スザンナを叱っているようだ。

スザンナ役がキャスリン・バトルで可愛らし

い声なので、ミスマッチが目立つ。オケはせ

っかくのウィーンフィルなのに、ムーティー

の指揮は素っ気なくサラサラ流れてしまうの

で、味気ないことこの上ない。後述するクル

レンツィス盤と比べて、情報量は数分の一し

かない。 

〇6 人目 ルカ・ピサローニ（伊 1975～）～

陰影豊かな余裕の美声～ 

 ネゼ・セガン指揮ヨーロッパ室内管ほか

（2015 年、グラモフォン） 

 日本では有名とは言えないが、私は現代屈

指のフィガロだと思う。低音から高音までム

リのない明瞭で表情豊かな声は、シェピを思

い出させる。しかし、シェピのようにドラマ

ティックでなく、語り掛けるような歌い方で、

次に述べるヴァン・ホルンにも通じる。こう

した演劇的な歌唱が現代の主流なのか？当録

音はライブで配役も十全ではないが、ネゼ・

セガンの推進力の強い指揮で一気に聴けてし

まう。 

〇7 人目 クリストフ・ヴァン・ホルン（独

1978～）～最もオペラ的でない歌唱～ 

 クルレンツィス指揮ムジカエテルナほか

（2012 年、ソニー） 

 第 1 幕冒頭の「チンクエ…」からして、い

かにも幸せそうだし、そのあと伯爵の野望を

阻止する策略を巡らす心中も、言葉が分から

ない私にもよく伝わる。クルレンツィスは「最

もオペラ的でない歌唱」を目指したという。

これは自然な心情表現、がならずオーバーに

ならない明瞭な発声といったことで、どの歌

手もこの意図を十全に実現している。これま

での習慣を洗い流して音楽を一から見直して

おり、全て新鮮であり、レチタティーボや通

奏低音は独創的だ。 

終わりに 

 以上 7 人のフィガロを取り上げたが、時代

により人により大きく異なることを痛感し

た。近年のピサネーロやヴァン・ホルンの歌

唱は、シンフォニックなオペラから演劇的な

オペラへの変化をよく示していると思う。今

後、スザンナや伯爵についても考えてみたい。 

       * * * 

わかったつもりの陥穽と深淵  その１ 

《フィガロの結婚》でのわかったつもり 

 

K.488  ガーディナー・イズミ  

 

１．《フィガロ》の初歩的理解とその後 

 私が《フィガロの結婚》を最初に聴いたの

はFM放送であった。また、このオペラを最初

に見たのは1970年頃の東京文化会館で、立川

澄人がフィガロを演じていた。フィガロとス

ザンナが好色な主人の伯爵を智恵と策略で一



- 16 - 

泡吹かせるおとぎ話、ドタバタ喜劇だと感じ

ていた。この第一印象は長らく続く。 

  オペラ・ブッファの始まりが、ペルゴレー

ジの幕間劇《奥様女中》だということは知っ

ていたが、曲を聴いたのはFM放送「朝のバロ

ック」で、1990年代に入ってからである。金

持ちで独身を貫く頑固な老貴族を、利発な小

間使いが手八丁口八丁でご主人様の心を操

り、奥様の座に納まる物語だが、筋と歌の掛

け合いが《フィガロ》そっくりと感じ、《フ

ィガロ》の第一印象はこの頃まで維持されて

いた。私は《ドン・ジョヴァンニ》や《魔笛》

に奥行きの深さを感じて、ドタバタ喜劇の《フ

ィガロ》はスルーしていた。しかし、あると

きから伯爵夫人のアリアに惹き寄せられ、注

意を向けると鳥肌が立ち、痺れを感じるよう

になった。このドラマには何か異質なものが

混じり込んでいるのではないか、と考え始め

た。考え始めると、登場人物の身分関係も複

雑、裁判沙汰も複雑､一筋縄ではいかないと感

じるようになった。 

 他方、「バロック音楽の楽しみ」を聴き始

めた1960年代からアーノンクールとウィーン

・コンセントゥス・ムジクスを耳にし、当時

異端と言われた古楽器演奏に接した。古楽器

を再生して音色を復活するとともに、奏法も

再現するものだったが、私は聴き手も当時の

聴衆の感性を心の中に再現しながら聴くべき

だと思った。私は歴史に関心があったので、

読書を通して中世から近代に至る庶民の生活

を知り、彼等の心情を理解するよう努めた。

たとえば、ヨーロッパ中世史家の阿部謹也の

一連の著作を読んで、中世後期のドイツの庶

民や賎民の生活世を知った。また、人間の生

活文化を視野に入れたアナール派の歴史学に

も親しみ、中世から近代に至る民衆の生活史

を学んだ。歴史の推移のなかには、変化する

ものと不変なものがある。私たちは、恋人や

夫婦、親子の愛情関係は時代を超えて普遍的

だと考え、現代の常識を当てはめてわかった

つもりでいる。しかし、不変と思うものが変

化していて、実相を見定めるのは難しい。わ

かったつもりになると、それ以上理解は深ま

らない。このあたりから、《フィガロ》が伝

統社会から近代社会への変化を問題にした作

品だと思い直し、いろいろ考えをめぐらすこ

とになった。その後、マリア・テレジア、ヨ

ーゼフ二世時代の政治、ウィーンの文化史な

どを学ぶと、《フィガロ》が演じられた時代

背景がわかり、複雑な陰影をおびた作品とし

て意識するようになった。 

２．《フィガロ》を聴き直す 

  《フィガロ》といえば、フィガロのアリア

「もう飛ぶまいぞ、この蝶々」やケルビーノ

のアリエッタ「恋とはどんなものかしら」が

響いてくる。だが歌は、耳タコになった私の

耳のまわりを、浮遊するだけであった。とこ

ろが、第2幕になると伯爵夫人のアリア(カヴ

ァティーナ)「愛の神よ、安らぎを与えたまえ」

に､鳥肌と痺れという生理反応が始まる。魅惑

の歌にふれたとき、「主よ憐れみ給え」と歌

っているように聞こえ、ミサ曲のキリエでは

ないかと思った。そのうち、ミサ曲ハ長調《戴

冠式ミサ》K.317のアニュス・デイに由来する

ことを知った（第476回例会のプログラムには

ファゴット協奏曲K.191第2楽章からの転用と

書かれている）。世俗そのものの劇に、どう

してこんな神聖な歌曲が出現するのか、私は

とまどい、謎を抱えこんだ。第3幕伯爵夫人の

レチタティーヴォとアリア「あの喜びはどこ

に」で私にとっての第二の山を迎える。そし

て、第4幕のフィナーレ伯爵と伯爵夫人の赦し

の二重唱で､私の痺れもフィナーレを迎える。

《フィガロ》のなかに、伯爵と伯爵夫人によ

る別の物語が混ぜこまれているという思いで

聴き入るのである。フィガロとスザンナの愛

情関係と並行した伯爵夫妻の愛情の結末をみ

るのだが、それで終わらない。同じ旋律が全

員の合唱に引き継がれる。ここでも痺れが更

新される。モーツァルトの音楽は、夫婦の和

解、夫婦愛の賛美に止まらせない。それだけ

だと音楽の崇高さがつり合わず、それを超え
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た人間愛の表現に昇華している､という感想

がもたげてくる。合唱は「ああ、これでみん

な満足するだろう」と歌われる。みんなで平

等が達成された気分を分かち合っているよう

で、聖性の秘密がここにあったのではないか、

と思わされる。 

 私の勝手な思い込みとも思えたが、ムラデ

ン・ドラーが述べる同様の見解に接し、わが

意を得たりという気になった。*1 

「和解は身分差の解消を通じてはじめて達成

される。(中略)しかし、もっとも重要なのは、

最後の和解が古典的な慈悲の行為によって成

し遂げられるのではないということである。

和解のメカニズムは根本的な変容を遂げ、文

字通り逆転されている。それはもはや、神に

よって与えられるgrazia（慈悲）、君主や貴

族によって示されるclemenza（寛大な措置、

雅量）、臣下が請い求めるpietà (同情、慈悲)

とは関係がない。それはむしろ、perdono（寛

容pardon、赦しforgiveness）に関わっているの

だ。赦しとは人間的な慈悲であり、そこでは

もはや［赦しを与える側と受ける側を隔てる］

距離が保たれる必要はない。それは、ひと同

士のつながりを作り出すこと、［超越性では

なく］内在性を肯定することに基づくのであ

る。赦しは、世俗化された慈悲、人間が人間

に対して示す慈悲である。赦しこそが、［『フ

ィガロ』の終わりで形成される］共同体を平

等の共同体にするのである。」 

 高橋勇さんが本号で、第1幕で歌われるスザ

ンナとフィガロの小二重唱と第4幕フィナーレの

伯爵が許しを請う重唱との類似に気づいたこと

を語っておられる。私は伯爵夫人のアリアとフ

ィナーレの二重唱の照応関係しか意識してい

なかったので、フィガロとスザンナとも関係づけ

られていたのかと思うと、個々の愛情関係を超

越した音楽が現出していることに思い及んだ。 

 ドラーは上述の箇所で、同じ場面を対比し

ながら、次のような注釈を加えている。高橋

さんと似た理解のように思われる。 

「音楽についていえば、この場面とオペラ

の冒頭とのあいだには調性上のシンメトリー

が存在する。短い華麗なニ長調の序曲のあと

には、サブドミナントであるト長調の、スザ

ンナとフィガロの最初のデュエット――口論

が起こる前の、最初の調和の瞬間――が続く。

そしてフィナーレにおいては、ト長調の赦し

のあとに、ドミナントであるニ長調――オペ

ラの基盤となる調性――の、短い華麗な結び

の合唱がくる。」 

このように聴いてくると、モーツァルトにとって

も、ダ・ポンテにとっても身分関係の諷刺などどう

でもよく、平等な人間関係への賛美こそ価値あ

ることになっていたように思われる。諷刺の効い

た喜劇と思っていたら、身分制をあざ笑うの

ではなく、身分制の解消、融和を歌っている

ように聞こえてくる。 

 野口秀夫さんからは第465回例会以来ご意

見を聞く機会ができた。《フィガロ》につい

て、ブッファとセリアを融合させた作品であ

ること、ナンシー・ストレースは声を痛めた

後も声域は広く、セリア歌手であったから伯

爵夫人を歌うことも十分可能であったと教示

頂いた。フィガロのブッファと伯爵夫人のセ

リアは混在ではなく、融合しているのかと思

い直して傾聴するこの頃である。 

 伯爵夫人とスザンナの手紙の二重唱「やさ

しいそよ風が」を聴くと、二人を聞き分ける

ことができない。よく聴くと、スザンナも伯

爵夫人と同等の歌唱技量をそなえ、奥行きの

ある感情表現をしている。そして、ブッファ

にもセリアにも聞こえてくる。こんな認識は

注意を向けてはじめて気づくことではある

が、問題意識をもっていないと、人間の目や

耳はただの節穴にすぎないと感ずる。 

  《フィガロ》は〈私の好きなモーツァルト

・ベスト10〉アンケートでトップになった。

全29曲中、アリア（カヴァティーナを含む）

14曲、二重唱6曲、三重唱2曲、六重唱1曲、合

唱3曲、アンサンブル・フィナーレ3曲とすべ

ての要素を含んで多様、しかもバランスに優

れている。私もわかったつもりを反省して聴
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き直し、《フィガロ》に一票を投じた。会員

の方々は、お目が高い。 

３．宮田さんのナンシーへのオマージュ 

  宮田宗雄さんが『アマデウス通信』No.51

「モーツァルト永遠の恋人はナンシーかアロ

イジアか」のなかで、モーツァルトのナンシ

ーへのオマージュとみる3曲の一つに《フィガ

ロ》のスザンナのアリアをあげておられる。

私にはそういう感じ方もあるのかというだけ

だったが、記憶には残った。今回《フィガロ》

について調べて、今まで見逃していた宮田さ

んと同様の感想をいだいた先人の言説に気づ

いた。宮田さんの主張が私の記憶に残り、感

覚に作用して、問題を拾い上げたのだ。そう

して、宮田さんの心情がわかってきた。それ

はヒルデスハイマーの次の一節である。*2 

 この「庭園のアリア」*3は、歌詞からいっ

ても、この卓越した台本中の極上品であり、

言語的にダ・ポンテ最高の出来であるかもし

れない。 

 スザンナの言葉と音楽が、婚約者について

の冷静な吟味にむけられているのか、未来の

合一における実現の夢にむけられているの

か、完全にはあきらかにならない。つまりこ

こですでに、われわれが『コシ・ファン・ト

ゥッテ』を手に論ずるであろう問題があらわ

れる。すなわち、モーツァルトは感情の純正

さと感情のあざむきとを区別しようとしたか

どうかという問題である。しかしこの個所で

のモーツァルトは、自分の賛美する人物の口

に、ひとつの願望表象の表明をおこなわせた

モーツァルトとしてあらわれるかもしれな

い。ここでの彼の情愛は、自分のつくりだし

た人物にばかりではなく、秘められた付加物

として、歌手ナンシー・ストレースの個性に

もむけられていたであろう。もしかしたらこ

のアリアからは、すでにふれた演奏会用シェ

ーナ「ナレヲイカニ忘レエン」(K.505)以上に、

夢と現実とを同程度にあわせてできた人物へ

の彼の個人的な共感が見てとれるかもしれな

い。彼はこのアリアをなんども書きなおした。

オペラにあらわれるのは第三稿か第四稿であ

る。ナンシーがそれをのぞんだのだろうか？ 

いずれにせよここで彼は自分自身の感情をオ

ペラにもちこんだ。まずは、自分を恋人フィ

ガロと同一視することによってである。 

 

 私は、字幕付きの映像をくり返し見た。ダ

・ポンテが詩的言語で埋め尽くしている。さ

すが宮廷詩人､ただならぬ才能の一端に触れ

た気がする。一瞬の短調を含む歌曲は婚約者

への純真な愛の告白のように見えて、押した

り引いたりの駆け引きを秘め、「臆病な不安」

は永遠の愛よりは揺らぐ愛、実存の切なさを

感じさせる。 

４．原作を読む 

   原作は言うまでもなくボーマルシェの戯

曲『狂乱の一日、あるいはフィガロの結婚』

である。強烈な身分制、アンシャンレジーム

（旧体制）批判が､フランス革命の動きを助長

したという世評まである。そして、それをウ

ィーンでオペラ化するにあたって、ダ・ポン

テ、モーツァルトは体制批判の要素を除いて

上演にこぎ着けたといわれている。私はこの

説に疑問をもっていたので、決着をつけてお

きたいと思って、オペラとの違いに注目して

原作を読んだ。*4 

 私が感じ取った違いは、原作は5幕で登場人

物が多く、くだくだしく冗長なこと。ダ・ポ

ンテが切り詰めてメリハリをつけ、詩的表現

を盛り込んだことがわかり、その才覚を見直

した。その背景をダ・ポンテ自身がリブレッ

ト原版に覚書を付して、次のように紹介して

いる。*5 

 「劇場における上演の一般的慣習に規定さ

れる上演時間、同じく習慣によって制限され

る登場人物数、さらに衣裳、上演地、観衆に

関する他のさまざまな熟慮された見解と配慮

などを考え合わせて、わたしはこのすぐれた

喜劇の翻訳の代りに、その模倣、むしろ抜萃

を作って提供しようと決心した。 

 そこでわたしはこの喜劇の十六人の人物を
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どうしても十一人にへらし、そのうちの二人

は一人の俳優でやれるようにしなくてはなら

なかったし、また──一幕全体を省いたほか

に──ふんだんに出てくるきわめて魅力のあ

る場面や多くの機智あふれる台詞を省かざる

をえなかった。その代りにわたしはカンツォ

ネッタ、アリア、合唱のほかに、音楽に適合

するような思考の歩みと言葉──それらは散

文で表現することは全く不可能で、韻文の助

けを借りてはじめて表現できるものである─

─を入れなければならなかった。しかし簡潔

さを目ざす作曲者と不肖とのあらゆる熱意と

配慮にもかかわらず、このオペラは劇場用と

して最も短かいものの一つとはならなかっ

た。願わくは、この劇の精緻な複雑さ、長さ

と大きさ、俳優をいたずらに舞台に立たせな

いためと、長いレチタティーヴォの退屈さと

単調さを軽減するために、どうしても必要と

なった楽曲の多様さなどが、この作品の弁明

となってくれるように。…」 

 原作は貴族制に対する諷刺がより辛辣で、

主役は終始フィガロである。当然のことのよ

うだが、私にとってはオペラでは聴くほどに

主役がスザンヌに移行していく。どうしてだ

ろうか。ケルビーノ(原作ではシェリュバン)

が脇役以上の活躍をすることも印象的だっ

た。フィガロは次のように挑戦的姿勢を示す。

「そりゃいけませんよ、伯爵閣下、彼女(あい

つ)ばかりは渡せません･･･渡してなるもの

か。貴方は豪勢な殿様というところから、御

自分では偉い人物だと思っていらっしゃる！

貴族、財産、勲章、位階、それやこれやで鼻

高々と！だが、それほどの宝を獲られるにつ

けて、貴方はそもそも何をなされた？生まれ

るだけの手間をかけた、ただそれだけじゃあ

りませんか。おまけに、人間としてもねっか

ら平々凡々。それにひきかえ、この私のざま

は、くそいまいましい！さもしい餓鬼道に埋

もれて、ただ生きてゆくだけでも、百年この

かた、エスパニヤを統治(おさ)めるぐらいの

知恵才覚は絞りつくしたのです。ところで貴

方はこの私と勝負をなさるおつもりですな。」 

 私は原作を読んで、貴族制批判の強さは感

じたが、体制批判を感じることはなかった。

フィナーレの最後にシュザンヌ、フィガロ、

ブリドワゾン(判事)によってヴォオドヴィル

(諷刺的流行歌）が奏でられる。フィガロは「人

の生れは当り不当り／一人は王様一人は牧童

／…／王侯貴人の鼻面を／自由自在に引き廻

す／大先生はヴォルテエル」と歌う。私は、

ボーマルシェはヴォルテールの徒だったのだ

と考えた。調べてみると、彼は初のヴォルテ

ール全集全92巻を、様々な妨害にもめげず自

費で出版している。 

 戯曲のなかでフィガロは諸国遍歴の苦労を

語り、海千山千のしたたかさを身につけた自

らの人間形成を語っている。ボーマルシェも

時計職人としてフランス宮廷に入り、貴族に

まで出世し、事業家としても数奇な経歴をも

つ。*6 フィガロは彼の体験が生み出した人間

像である。ヴォルテールの人生は、波乱万丈

の物語『カンディード』に重ねられるが、『フ

ィガロ』はカンディードの世界に通じている。

ご両人とも貴族体制の内部人間であったが、

貴族社会の内外を行き来し、外からの目をも

って、時代の流れを感じて貴族制社会を批判

したのだろう。 

５．モーツァルトとヴォルテールとの親近性 

 アンシャンレジームに対する批判は、ヴォ

ルテールやルソーといった啓蒙思想家を中心

に高まっていたが、私は、ルソーは急進的な

社会変革を志向していたのに対し、ヴォルテ

ールは漸進的な改革を描いていたと考える。

高校でルソーの社会契約論を習い、フランス

革命の理念に結びついたのを知って、すばら

しい発想をする思想家だと感心した。大学生

のとき教育論『エミール』を読んだ。子供は

小さな大人、労働力と考えられていた時代に、

ルソーは子供の固有の価値を認め、自然状態

にある子供の教育の重要さを説いていた。し

かし、私生活で婚外子5人を孤児院に預けた行

動に、言行不一致をみて、尊敬の気持ちもそ
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がれた。その後知ったことだが、パリの社交

界で百科全書派の人々がフィロゾフと称する

サロンに集まっていた。それを主催していた

のが、デピネ夫人だと知ってすごい人だと思

った。夫人はルソーが不遇をかこっていた時

期、ルソーにパリ郊外の別荘を提供して色々

世話をした。しかし、傲慢な彼は自分勝手に

行動し、両者の関係は決裂した。ヴォルテー

ルとの関係も、『リスボンの災害にまつわる

詩』を批判したのがもとで絶縁した。 

 私は『アマデウス通信』No.31(2012.09.01)

に次のようなことを書いた。▽筆者はモーツ

ァルトの曲を、同時代の聴衆の耳で聴こうと、

同時代精神を自分の頭に吹き込むよう努めて

いる。リスボン大地震がモーツァルト誕生の3

ヶ月前1755年11月1日に勃発した。この事を知

ったのは、父レオポルトが大変衝撃を受けた、

と書き記したのを何かで読んだ時である。リ

スボンは地震と津波と火災で壊滅、死者は6

万人に達した。マグニチュード9.0と推定され

る地震は、東日本大震災と同規模のものとさ

れる。そして、この地震はヨーロッパ全体に

被害の大きさだけでなく、神の救済はどこに

あるのかという精神的な衝撃を与え、キリス

ト教の権威を揺るがした。▽それまでのヨー

ロッパの精神世界では、全能の神は最善の世

界を選択し、最高善のもとでは死、病、事故

は罪を犯した者への神の正当な裁きと考えら

れていた。1世紀前にライプニッツは、神は人

間に選択の自由を与えるために、悪を忍ばせ

ざるをえなかった、部分悪があっても全体で

は最高の善が実現される、という楽観論を主

張した。▽震災後真っ先に批判を展開したの

は、百科全書派の啓蒙主義者ヴォルテールで

あった。『リスボンの災害にまつわる詩〈す

べては善であるという金言の検討〉』を、3

年後に小説『カンディードまたは楽天主義』

を発表し、楽天主義を批判した。全能の創造

主である神は、人の不幸を防ぐこともできた

はずだが、そうではないのだから、不幸が終

わることを期待することもできない。目に見

えないいかなる結び目によって不幸の混沌が

混ぜ込んでくるのか、「なぜ無垢なる者も、

罪人も等しくこの避けがたい悪を被るのか

を。すべてが善であるなどと、どうすれば思

えるのかわからない」「最も寛容なる精神の

持ち主には、では何ができるのか？何もでき

はしないのだ。」「死にゆく兄弟たちの難破

を想うとき、あなたたちは平然と嵐の原因を

探ろうとする。だが、敵なる運命の一撃をあ

なたたちが感じるとき、あなたたちはより人

間的になり、私のように泣くだろう。」▽ヴ

ォルテールに反論したのは同じ百科全書派の

ルソーだった。「精神的悪の源は、自由だが

腐敗した人間以外にない。物理的悪の大半も

やはり私たちの所産である。…リスボンで6,7

階建ての家屋を2万軒も集積させたのは自然

ではないし、大都市の住民が均等に分散し、

より身軽に生活していたら、被害ははるかに

小さかっただろう。」物理的悪も大半は人間

の責任だとして、東日本大震災の甚大な被害

にコンクリートの構築物や、原発に安住した

人間の罪を告発する近代思考に先鞭をつけて

いる。筆者はルソーの考えに近いのだが、不

条理に立ち向かう無力な人間の姿に寄りそう

ヴォルテールに共感する。▽『モーツァルト

書簡全集』を読んでいて､｢啓蒙主義者」レオ

ポルトが唐突にヴォルテールに対する悪口を

まくしたてたので、怪訝に思ったことがある。

啓蒙主義者としての意見の相違が許せなかっ

たのか。1766年モーツァルト一家はパリから

の帰途、パリで世話になった百科全書派のグ

リム男爵の紹介があったのだろう、ジュネー

ヴでヴォルテールに面会しようとしたが断ら

れた。この時の恨みが昂じたとも言われてい

る(同時期ヴォルテールはグリムの愛人でも

あるデピネ夫人への手紙で、重病のためモー

ツァルト一家に会えず、残念だと言ってい

る｡)ヴォルテールは理神論的だが無神論者で

はなかったが、教会を厳しく批判していた｡

1778年5月ヴォルテールが死んだ時パリの教

会は埋葬を拒否した。こういう事を聞き及ん
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だであろうウォルフガングはパリから7月3日

付で父宛に母の死をほのめかした手紙を出

し､｢あの無神論者の大ペテン師、ヴォルテー

ルが犬畜生のようにくたばりました。まさに

当然の報いです｡｣と書き加えた｡父子にとっ

てヴォルテールは重要な手紙の一節に挿入し

なければならないほどの存在だったのだ｡筆

者は、父子はヴォルテールの言行をよく知っ

た上で悪口を吐いていると推量する｡ 

  ヴォルテールとの関わりを思いめぐらして

いたら、アインシュタインがすべてを洞察し

ていた。*7 

「モーツァルトはルソーの『村の占者』によ

ってジングシュピール（『バスチアンとバス

チェンヌ』K.50)を作曲したし、ルソーの名は

パリでしばしばモーツァルトの耳に聞こえた

にちがいないのに、ルソーの名を挙げたこと

が一度もない。おそらくモーツァルトは、あ

のジュネーヴの《哲学者》、音楽ディレッタ

ントになんの関心も持たず、その《自然に帰

れ》にいささかも心を動かされなかったので

あろう。モーツァルトは、ヴォルテールの死

後、追悼文として送った悪意のある言葉にも

かかわらず、ヴォルテール側の人であった。

この二つの精神のあいだには、なんたる関係

があることだろう──ヴォルテールもまた十

八世紀と《永遠》の人間である。彼のもとに

も観察における同じ冷静さと仮借なさがあ

り、同じイロニーがあり、同じきびしい諷刺、

同じ深い宿命感がある。『カンディード』と

ト短調シンフォニー（K.550）のあいだには或

る関係が存在する。」 

６．愛ある結婚生活の希求 

  身分制社会では、同じ身分の者同士が結婚

することが求められ、フィガロとスザンナが

「愛と結婚の一致」をめざして、貴族社会の

結婚規範にどっぷりつかった伯爵と真っ向か

ら対立し、知略をめぐらせて初志を貫徹する

愛の物語、と単純に要約していいのだろうか。 

第3幕第8場伯爵夫人の「あの喜びはどこに」

で伯爵の裏切りを嘆く心情を思うとき、私は

デピネ夫人の身の上を思わないではいられな

い。彼女はいとこと恋愛結婚した。相互の愛

と貞節に基づく結婚と考えていたが、すぐに

裏切られる。夫は放蕩三昧だけでなく、妻を

侮辱し続けた。結婚生活に幻滅が訪れたとき、

デピネ夫人は社交界に気晴らしを求めた。や

がて恋人ができ、二人の子供をもうける。こ

の関係は触れたくなかったようで、自伝小説

では秘匿されている。恋人の名はフランクイ

ユといった。私が詮索してみると、ジョルジ

ュ・サンドの祖父に当る。夫のデピネは姦通

罪を盾に夫人を脅迫する。男尊女卑の世、貴

族社会で妻は跡継ぎを産むだけの存在で、夫

の不貞に対して訴える権利はなかった。そん

ななか、フランクイユにも裏切られ、その悲

哀を救ったのがグリムであった。ここで「伯

爵夫人」の立場を考えてみると、左うちわの

人生のように見えながら、ひたすら堪え忍ぶ

存在という一面に目を向けさせられる。 

  当時社交界の暗黙のルールでは、女性の婚

外恋愛も三つの礼節を守れば問題視されなか

った。まずひとに感服されるような相手を選

ぶこと、好みに節操をもつこと、そして愛人

関係をおおっぴらにしないことというルール

である。これは伝統的なキリスト教道徳と十

八世紀の新しい男女関係のモラルという相反

する規範をいかにかいくぐるかという難しい

生き方だった。しかもモラルの縛りが女性に

一方的に課されていた。*8 私には、その許容

限界は全然見当がつかない。このような社会

規範のもとで、《フィガロ》の初演を見たウ

ィーンの貴族はどう感じたのだろうか。私見

では、まず伯爵夫人の悲嘆の告白は手前勝手

な言い分と映っただろう。夫に対して策略を

めぐらすなど､もってのほかである。そして、

最後に赦しを請う伯爵の態度も､フィガロや

スザンナ以上に許せなかっただろう。すべて

に、身分制、貴族制度を危うくする態度と受

け止めたであろう。ウィーンでは《フィガロ》

が嫌われ、モーツァルトも支持を失ったと言

われるのも、貴族の立場からは当然という気
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がする。 

 デピネ夫人はグリムが外交官の任務に没頭

するようになると、孫娘エミリーを教育し、

教育論を書くという最大の関心事に専念でき

るようになった。それは近代的女性像、家族

観を提示し、近代女子教育に先鞭をつけるも

のであった。ルソーの影響を受けたとはいえ、

女子教育に関してはルソーを超えていた。デ

ピネ夫人にまかないの世話までしてもらった

モーツァルトは、どれほどの感化を受けたの

だろうか。《フィガロ》に多少なりと影響が

及んでいるのだろうか。アナール派の家族史、

心性史の研究によると、「近代家族」の愛情

生活に関する心性の変化において、愛情生活

を構成している重要な要素として、ロマンテ

ック・ラブ、母性愛、家庭愛、これらすべて

が近代の産物であり、伝統社会にはみられな

いものだった。 

７．検閲の影響 

 原作は1776年から1780年の間に作られた

が、検閲に妨げられて初演は1784年になった。

検閲当局と国王の反対があった。パリではサ

ロンの朗読会で評判が立ち、上演が期待され

るようになる。1782年ルイ十六世は、「政府

のなかのあらゆる尊敬すべきものを愚弄して

いる」と『フィガロの結婚』の上演を禁止し

た。だが側近の貴婦人たちが上演を迫った。

王妃マリー・アントアネットが王を説得し、

朗読会を実現させた。その場に同席した筆頭

女官はこう証言している。「ルイ16世は朗読

を褒めたりけなしたりしていました。ですが

次第に不機嫌な発言が増えてきました。〈行

きすぎた！ けしからん〉といった具合です。

そしてとうとう第５幕のモノローグの箇所に

くると、国王は椅子から飛び上がってこう叫

びました。〈汚らわしい！ これを演じては

ならん！こんな危険な作品を上演するのは、

バスチーユを取り壊すのも同然だ〉」。当然

の判断である。愚鈍な君主と貶められるルイ

十六世だが、私は普通の見識を備えていたと

思う。最後は王も妥協して、上演を許可した。 

 ボーマルシェは原作に挑戦的な長文の序文

を付けている。その中で彼は、この作品にお

いて聞き逃しようのない意図、つまり、筋書

きの中の諸々の対立を封建社会の対立として

明示しようという意図を弁明している。彼に

とって重要なのは「混乱」や「おかしみ」で

はなく、「支配階級の慣習という仮面の背後

に幾千という形で隠れている悪徳、悪習」で

あった。ボマルシェの見解によれば劇場の役

割とは，対象とする社会の仮面を剥ぐことに

こそあった。彼によると、「この作品は検閲

に掛けられたのが４度、上演直前に中止にな

ったのが３度あり、その上、当時の議会で告

発までされてしまった。」*9 

  検閲をめぐってパリとウィーンでは社会背

景が異なっていた。ヨーゼフ二世は、1781年

「良書の普及を妨げるよりは、むしろ、多少

の悪書を放置する」という新検閲法で制限を

緩和した。皇帝はここで他宗派の宗教書や、

禁止されていた社会諷刺的な文書にも寛容に

接することを宣言した。戯曲『フィガロの結

婚』は出版された。しかし、演劇に対する規

制は厳しかった。シカネーダーは1785年上演

に向けて準備したが、検閲当局は上演を許さ

なかった。 

 ウィーン宮廷は、政治的、社会的秩序を維

持するために文化政策を重視し、演劇、祝祭

時の仮面着用、服装などを規制してきた。宮

廷が警戒したものに大道芸を含む民衆劇があ

る。イタリア発祥の道化芝居がパリを追放さ

れ、やがてドイツ語圏の旅一座へ広がり、ウ

ィーンの広場にまで移って来た。ハレルキン、

アルレキン、プルチネッラ、ドイツ語圏では

ハンスヴルストなどと称される道化が演じる

劇は、旅一座のもとで反体制的な性格をもっ

ていた。宮廷は民衆が道化芝居や謝肉祭の放

縦にあおられて騒動や暴動につながることを

恐れた。1752年に出された即興演技に対する

禁止令は、そのような芽を摘む最初の段階で

あった。以後、道化喜劇から宮廷劇場のドイ

ツ演劇まで、首都で上演されるすべての芝居
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の台本は、事前に検閲局による認可が必要に

なった。それを主導したのはゾンネンフェル

ス*10 だった。彼がウィーンの劇場における

アルレッキーノを批判したことにより、この

役柄が舞台の登場人物から姿を消した。宮廷

はアルレッキーノを警戒したのである。彼は

1770年ドイツ語演劇検閲官になり、ウィーン

の舞台芸術の質を高めたが、民衆劇は演劇改

革によって激しい攻撃を受け、城壁外の新開

地レオポルトシュタットへ追いやられた。*11 

ヨーゼフ二世がオペラをドイツ語化すること

によって、ドイツ演劇の高度化、国民意識の

高揚をめざしたジングシュピールを推進した

のも、この文脈で考えることができる。また、

ヨーゼフ・ランゲがブルク劇場でシェークス

ピア劇のハムレットを演じて、スターの座に

登りつめたのも同じ流れで理解できる。 

 《フィガロ》の検閲は政治性もさることな

がら、民衆のエネルギー暴発の警戒にも向け

られていたのではないか。アインシュタイン

は、注意深く指摘している。「スザンナのな

かにはいぜんとして少しばかりコロンビーナ

がひそんでおり、フィガロのなかにはいぜん

として少しばかりアルレッキーノがひそんで

おり、ドン・バルトロとマルチェリーナは純

粋のブッフォの人物である、という観察は正

しい。」この伝でゆくと、自由人パパゲーノ

も宮廷には要注意人物だっただろう。 

  本稿ではわかったつもりを問題にし、わか

るとはどういうことか、考えようとした。鳥

肌が立ち痺れるといった人間の身体的変化と

情動から感情が生まれ、思い浮かぶイメージ

の流れが心を形成して、意識が働き始める。

知識と知性の処理で躍進する人工頭脳とどこ

に違いがあるのか、両者を対比して書き始め

たが、《フィガロ》に深入りして序論に止ま

った。 

＜注＞ 

*1 スラヴォイ・ジジェク、ムラデン・ドラ

ー『オペラは二度死ぬ』,青土社,p79,p.177,2003 

*2 ヒルデスハイマー『モーツァルト』,白水

社,1979,p.236 

*3 スザンナの第27曲へ長調レチタティーヴ

ォとアリア「とうとう待ってた時が来た～さ

あ早く来て、いとしい人よ｣ 

*4 ボオマルシェエ著,辰野隆訳『フィガロの

結婚』,岩波書店, 1976 

*5 アルフレート・アインシュタイン『モー

ツァルト』その人間と作品,p.586,白水社,1961  

*6 鈴木康司『闘うフィガロ』 ,大修館書

店,1997, ボーマルシェの痛快な一代記。 

*7 アインシュタイン、前出,p.138 

*8 山内克子『ハプスブルクの文化革命』,

講談社,2005 

*9 アッティラ・チャンパイ､ディートマル・

ホラント編『フィガロの結婚』,p.216, p.233- 

234,音楽之友社,1987 

*10 官房学を完成し、貴族による宮廷政治を

官僚統治体制に近代化した。ウィーンのフリ

ーメイソン指導者。スヴィーテン男爵ととも

にウィーン初期のモーツァルトを支援。 

*11 原研二『十八世紀ウィーンの民衆劇』,

法政大学出版局,1988 

* * * 

楽屋口から（８） 

一番難しいハ長調 

 

K.191 白石 孝  

 

皆さんは調性に関してどんなことを想い、何

を感じるか。 

ハ長調は明るく堅実な響き、イ長調は燦々と

降り注ぐ太陽の光の下で、．．．． 

等々、解説書には色々書いてある。でもこん

なことを書き並べるつもりは毛頭ない。 

今回は楽器を習得しようとする立場と作曲す

る立場から調性に関する考察を加えてみた

い。 

どんな楽器の教則本でも最初はシャープもフ

ラットもついていない調から始まっている。 

即ちピアノにしろフルートにしろバイオリン
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など最初はハ長調。（クラリネットや多くの

金管楽器は移調楽器だから出てくる音はハ長

調ではないが。） 

次いでシャープが１つ付いたト長調、フラッ

トが１つ付いたヘ長調、と順次その数が増え

ていく。 

最後はシャープが６つ付いた嬰ヘ長調、フラ

ットが６つ付いた変ト長調。（この間に短調

もあるが簡略化して説明している。） 

この辺に来るとそれまでの所をみっちり練習

していないと脳ミソが汗をかきながらふうふ

う言うところである。 

立ち戻ってハ長調をやると何て易しいのだろ

うと思うのが一般的。 

では次の譜面を見て欲しい。 

何の曲か分かりますか。 

ピアノを始めて間もない人でも譜面なんか見

ないでこう弾いてみれば簡単だよと教われば

弾ける曲、そう「猫ふんじゃった」である。 

テレマン流（他人が弾くのを見よう見まねで）

でやれば簡単なことだが、曲を知らなくて譜

面から入るとフラットが６つも付いていて難

儀しそうである。 

さて「猫ふんじゃった」は作者不詳だそうだ

が、作曲家はどうしているのだろうか。 

作曲家に聞いたわけではないが大方、次のよ

うなものではないか？ 

曲を頭に浮かべる。それを譜面に書く。いき

なりできない人はピアノなどで音を確認しな

がら五線紙にしるす。 

何調で書くと都合がよいか（臨時記号が少な

くて済むか）を考え、結果として調性は決ま

るのだろう。参考までにその最たる例を紹介

しておくとする。 

伝記などに書いてあることを真に受けて述べ

るとモーツァルトはフォルテピアノなど叩く

必要なく直接、五線紙に書いたのだろう。私

見であるがモーツァルトは似通った旋律を群

として纏めるとそれぞれに固有の調があるよ

うに思える。また表現として自分の心の内を

さらけ出したい場合は必ずイ短調になってい

るように受け止めている。 

さて今回の題名「一番難しいハ長調」である

が演奏する立場からの言葉である。 

簡単なはずのハ長調。簡単だと侮るから結果

が悪い？ 

本当のところは何故かわからないが現場では

たびたび遭遇する事実である。 

美しいハーモニーを得ることが実に難しい。

どの指導者も口をそろえて言う。「ハ長調が

一番難しい」 

               （つづく） 

*** 

▽高橋勇さんが『フィガロ』を語っ

ておられるので、心当たりの方にお

願いして『フィガロ』の原稿を取り

そろえてみました。▽愛好会は来年

1 月に創立 40 周年を迎え、例会では記念公演

として《コジ・ファン・トゥッテ》が演じら

れます。その直前 12 月末に次号の発行を予定

しています。創立記念にちなんで皆様から、

思い出なり、現在の感想なり、今後への期待

なりを､「ちょっとひとこと」として、字数自

由でふるって投稿して頂くようお願い致しま

す。締切は 11 月 10 日とし、手書き原稿の場

合は例会受付へ提出、他は電子メールでの送

信(宛先 izumixy@msd.biglobe.ne.jp)を希望し

ます。     （ガーディナー・イズミ） 
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